










学習によってどのようなものでも同じように獲得できるという訳ではない。さしたる困難も伴わずに確実に学びとられるものもあれば、容易なことでは習得できないもの ある。その背景 は個人差など多様な要因があることはいうまで いが、およそ人間 とって一般に習得がごく容易なものときわめて困難なものとが明確に区別される。一例として言語をとりあげてみると、母語は発達の初期 おいていわば自然に習得されるのが普通であ のに対して 外国語の習得にはき めて多くの困難が伴う。同一の言語であって 、母語として習得するのと外国語として習得するのと は、学習の難易が大きく異なる。学習は決してあらゆる内容に関して同様かつ同等に機能する訳ではなく、通例だれもが苦もなく当たり前のように習得するものがある一方でだれにとって 習得が容易ではないものもあるという意味で、学習には非常 強いバイアス かかっている である。生徒がさまざまな内容を学習して首尾よく習得する が一
般に教育活動の目的である以上、こうした学習バイアスの問題は教育にとって少なからぬ重要性を有していると考えられる。　
そこで、以下本稿では、学習バイアスの問題をとりあげて、それ







実際には、一方の内容は迅速かつ確実に学習されるのに対し、他方の内容は容易に学習されないという事実が人間以外のさまざまな動物にも広範に見られるということは、その方面の研究者 あいだではつと 周知の事柄であ 。ラット、ハムスター、ブタ、ハト、ウズラなどいろいろな動物を用いて行われた学習に関する多くの実験的研究の結果明らかに ったところによれば 条件づけを駆使することによってこれらの動物に任意の内容を機械的に一律 学習させることは実際上できな であって、動物の種に応じて容易され もの されないものとがはっきりと区別される である。人間以外の動物におけるこうした学習バイアスの具体的な事例をまず二三とりあげてみることにしよう。　
ラットに不快な刺激（無条件刺激）と共にそれとは別の刺激（条
件刺激）を与え、条件づけ よって後者を前者に連合させる学習を行わせると、一般にラットは、与えられる刺激の種類 応じて顕著な学習バイアスを示すことが知られている。この実験でラット 与えられる不快な刺激は二種類あって、一つは毒物投与による罹患、他は電気ショックである。ラットが学習を通じてこ ら二種類 不快な刺激と連合するよう求められる刺激は、特定の味覚刺激、特定
の音声刺激、特定の光線刺激の三種類である。ごく素朴に考えれば、不快な刺激と一緒に繰り返し特定 味覚刺激または特定の音声刺激あるいは特定の光線刺激をラットに与えれば、やがてラットはきちんと学習し、不快な が与えられなくても特定の味覚刺激また特定の音声刺激あるいは特定の光線刺激を与えら ただけで、確実に回避行動をと ようになること 期待さ る。しかし、現実にはラットの学習のあり方はその期待とは大きく異なった特徴的なパターンを呈するので る。　
不快な刺激として毒物投与による罹患が与えられた場合、ラット
はこの刺激と特定の味覚刺激を学習によって容易に連合させるにもかかわらず、特定の音声刺激や光線刺激と 連合させない。したがって、この場合、ラットは、特定 味覚刺激を回避することは迅速確実に学習するものの、 音声 や光線 を回避することは学習できないのである。他方、不快な刺激として電気ショックが与えられた場合には、ラットはこ 刺激と の音声 や光線刺激を学習によって容易に連合させるのに 特定 味覚刺激 は連合させない。不快な刺激として電気ショックを与えられた場合には、ラットにとって、特定の音声刺激や光線刺激を回避する学習は容易であるのに対して、特定の味覚刺激を回避することは学習する がむずかしい である。ラットによる学習のな でそ パフォーマンスが特にきわだってい のは 毒物投与による罹患と特定 味覚刺激を連合させる学習である。罹患に伴う不快・苦痛の体験と特定
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508-509, 513 ） 。
　
学習において特にどのような刺激が無条件刺激とたやすく連合し



















L,  530 ） 。
　
動物における学習がこのようにある決まった種類の刺激に対して




























T,  467 ）と
主張している。要するに、ラットに限らず一般に動物における学習は基本的に生存のための機能にほかならない であって、この機能を最大限に果たすべく根本的な制約を被ることを免れないのである。　
ここで先どりして述べておくと、学習バイアスがこのように進化






















N,  529 ）という主張を提示しているが、こうし















N,  546 ）と述べている。乳幼児による世界認識はその当初か














N,  556 ） 。ここでは、乳幼児におけるこうした世界認










N,  130 ）

































Y,  89 ）と述べているが、人











Y,  92 ）と主張している。
　
こうした「領域固有の認認メカニズム」として認知科学の研究に










R,  175 ）と指摘しているが、もとより道具製造
や住居作りは、有機体としての人間が生存の確保を図 上で切実な






定の思考様式に根ざしている。それは、大人であれ子どもであれほとんど 人間がもっているもので、 の内容は基本的に同一であ 。教育や学習との関連で注目される点は 素朴物理学が非科学的な思考を強力に誘発して学習に顕著なバイアスをもたらすこと　
一例をあげよう。ある人が手に石を持ちその手を肩の高さにあげ












































N,  531-532 ） 。また、生後十ヶ月になれば、時間













N,  532 ）ことが確認されたという。











E,  189 ） 。乳児による物理的事象の認





























N , 534 ）というウェルマンとゲルマンの指摘は興味深い。
　
こうした物理的事象に関する乳幼児の認識は、それなりに組織





N,  112 ）と述べたうえで、その諸































































K, 486-487 ） 。このような見方にたって素朴物理学は、




















R,  174 ） 。この簡潔































抗を無視す ば）ボールには真下 方向に重力だけしか作用していないので皆等しく下向きの を することであるが、八二名の大学生の被験者のうち正答できたの わずかに四名にすぎなかった。誤答した被験者が書き添えた説明は「投げ上げられたボールには、ななめ上に飛ぼうとする力が働いている。この力は徐
々
に減少して









































N,  21 ）とハーシュフェルドとゲルマンは述べているが、乳
幼児は生命領域に属するどのよう 事象にいつごろからいかなる認






R,  172 ）と












IL,  282 ）働きをしているのである。その際、






R,  172 ）を基軸とす




かけ離れ 。具体例を挙げよう。カイル ほとんどの幼稚園児は（多くの大人たちと同様に）菌が主に呼吸器系に限定される正確な説明よりも、 〈黴菌〉が 全体を冒すという、風邪 ついての説明を強く選好する」 （
K
E
IL,  281 ）事実を指摘して、 「こうした選好
















































d.1, 129-130, 208 ） 。
素朴理論は、これら三種類の認識のうちもっぱら知覚認 と経験的認識の産物であり、 的認識とはかけ離れてい　
フォルマーが区分した三種類の認識のうち、特異性が断然きわ


















































Y,  87 ）















































d.2, 152 ） 。生徒の内なるこれらの予断や
先入主は素朴物理学など特定の領域に呼応する素朴理論として堅固に組織化され おり、生徒による認識を固有の特徴的な前科学的思考様式に強力に拘束す 。教育の場で生徒が自ら 経験を通じて素朴理論を徐
々
に洗練してゆき、やがては科学的認識に到達するとい











E,  178 ）からである。科学的認識の獲得に関









は、まことに意味深長であ 。 「 」 依拠 限り、その確信 いか 洗練の度を加えよう 、学習が知覚認識や経験的認識の次元を脱する見込みはないのである。　
まさしくこうした文脈で、レズニックは「子どもたちが、もとも


















K, 489-490 ） 。































れている。概念の適用を概念内容 咀嚼に先行させ こうした「考え方はさらに経験的テストを必要とする」 （
Ibid. ）と述べてレズ
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